
みなさん、シーニック・バイウェイという言葉を聞いたことがありますでしょうか？ シー
ニック・バイウェイとは、アメリカが発祥で景観のよい（シーニック）、寄り道（バイウェイ）と
言う意味です。日本では、風景街道と訳され、道を通して地域活性化や観光振興に取り
組んでいる１３６のルートがあります。 九州には１４のルートがあります。

本誌では、九州風景街道の一つ「日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海
道）」の活動や旬の地域資源等について、地域の皆さんや道路利用者の方々にご紹介す
るものです。＝東九州伊勢えび海道 伊勢えび祭り２０１５実施中（１１月３０日まで）＝
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Since 2010.2

今月のシーニック・バイウェイ

北浦を堪能！！「第２２回海鮮（うみせん）・山鮮（やません）・きたうら市」

前号でもご紹介しましたが、９月２７日（日）に北浦漁業協同組合設立５０周年記念式

典と合同で盛大に開催された「海鮮・山鮮・きたうら市」の開会式・「鏡割り」の模様です。

今が旬の伊勢えびの特売はもちろん、巻き網船団による海上パレードや、ステージイ

ベント（歌謡ショー、バンド演奏、カラオケ等）など多彩なイベントが催されました。



地域資源（宝）の紹介コーナー
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このコーナーでは、日豊海岸シーニック・バイウェイエリアの
旬の地域資源(宝)等を紹介します

地域で活動する人

歴史・文化資源

丸市尾神楽は、丸市尾に鎮座する冨尾神社の春と秋
の大祭に奉納される神楽です。本神楽は、佐伯神楽と
ほとんど親近関係のない、県下では特異な日向系岩戸
（いわと）神楽です。これは、蒲江がリアス式海岸で交通
が不便だったため現在の北川町から伝授されたと伝え
られています。

昭和４３年３月２９日に県の無形民族文化財の指定を

受けています。

◆冨尾神社の丸市尾神楽（大分県佐伯市蒲江） 蒲江ＩＣから車で１０分

県指定無形民族文化財の「丸市尾神楽」

今年の「秋の大祭（霜月祭り）」は、１１月２１日（土）～２２日（日）に開催されます。

◆村柗 教雄（ﾑﾗﾏﾂ ﾉﾘｵ）さん ～大分県漁協 下入津支店 青年部部長～

村柗さんは、大分県漁業協同組合下入津支店の青年部長
を務めており、地域のイベント活動で活躍されています。

今年も夏に浜祭りを開催しました。昨年は７月に開催し、今

年はお盆の帰省を考慮して８月に開催したところ昨年よりも

賑わったそうです。筏での海上相撲、魚のつかみ取りや夜に

は花火も打ち上げたそうです。
青年部では、イベント活動の他にも大雨や台風の後の海

上清掃も行い環境維持の活動もされています。 村柗 教雄さん

「来年も今年に負けないようなイベントづくりをして地域の活性化につながれば」との抱
負を語って頂きました。

◆三川内神楽（宮崎県延岡市北浦町三川内） 三川内地区まで北浦ＩＣから車で１０分

延岡側にも１１月に奉納される神楽があります。
(^o^)
北浦町三川内の５地区には「岩戸」の演目を重要

とした岩戸目標の神楽が江戸時代中後期から継承さ
れ、霜月（１１月）に奉納されています。演目や芸
態、舞座の作り方など同じであるため、５地区の神
楽を総称して「三川内神楽」と呼んでいます。
同じ北浦町でも海岸地区（古江、市振、宮の浦）

の神楽と山間地区（三川内地区）の神楽では特徴が
異なっています。

町指定無形民族文化財の「三川内神楽」

いかだ
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案 内 図

冨尾神社
里の駅

たかひら展望公園

三川内地区

食

島野浦神社

自然・景観資源

さいきレストランのチラシ

◆さいきレストラン2015inオータム
「第2回 さいき食のスター誕生！」

に焦点を当て、食の魅力の掘り起こ

しを目的としたイベント「S1サミット」を

開催。地元の素材を活かした様々な

「食」の可能性を探ってまいりました。

この流れを継承し、佐伯にゆかりの

ある食材を１種類以上使用し、商品

化を前提とした創作メニュー作品を募

集し、11月29日（日）の「さいきレストラ

ン2015inオータム」で結果が発表され

ます。

イベント会場は、佐

伯市役所駐車場内

で9時から15時まで

の予定です。

今回のテーマは

「おにぎり」。どんな

おにぎりが創作され

るか楽しみです。

◆のじぎく【野路菊】 （里の駅たかひら展望公園） 蒲江ＩＣから車で１５分

一般的には１０～１１月に咲き、野菊の代表で香り高く気品が
あります。暖かい海岸地域に生える、瀬戸内海周辺にのみ生息
しており蒲江では１１月上旬から咲き始め、中旬から下旬に見
頃を迎えます。花径３ｃｍ程度で葉は５裂し鋸歯、乾燥気味の所
が好きな花で、草丈６０ｃｍまで、地下茎（又は種）で株を殖やし
群生します。希少価値の高い植物です。（現地案内看板より）

里の駅たかひら展望公園では、１１月中旬から下旬までが見
頃です。（天候等によって変わります）

のじぎく（H27.10.30撮影）

◆へベスブリ（延岡市北浦町）
柑橘類の『ヘベス』の絞り粕を餌に混ぜ、魚の臭みをおさえた、北浦町

近海で育った養殖ブリです。
刺身やカルパッチョで食べるのがおすすめです。
これから寒くなる今からが旬ですよ！(^o^)

へベスブリのお刺身大分県佐伯市は九州一広い面積を持ち、とても豊かな食資源に恵ま

れています。そこで、平成23年度より食観光を推進する佐伯市の「食」



旬の情報を毎月発信中 皆様からの情報提供をお待ちしております。

◆ 日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海道）のホームページ ◆
URL：http://nippou-kaigan.kirara.st/
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１０月９日（金）、ホルトホール大分で「道守大分会議」の総
会があり活動報告や意見交換を行いました。蒲江地区から
は「蒲江道づくりを考える女性の会」の７名が参加しました。

総会の後、道守の黄色いベストに着替え、「西大分笑顔の
ガーデン」（生石港町港友会と道守大分会議・日本風景街道
（別府湾岸・国東半島海べの道）の三者が連携して実行委員
会を設立して実施）にも参加されました。

高齢化が問題となっているボランティアの会の皆さんと国

際情報高校の生徒との共同作業で花壇に芝桜を植えました。

「蒲江道づくりを考える女性の会」の方々も高校生と一緒に

和気藹々と花植を楽しんでいました。

◆道守大分会議の総会と

笑顔のガーデンに参加しました。

活動報告

老若男女協力しての花壇整備

総会におそろいの衣装で参加

お知らせ ◆高平山絶景ウォーク大会（のじぎくウォーキング）
１１月２２日（日）に第６回高平山絶景ウォーク大会が開催

されます。申し込みの期限は11月16日までですが、定員に
達していない場合は、当日飛び込みOKです！事前に連絡
していただき当日9時までにたかひら展望公園で受付をして
下さい。参加費は1,000円です。ノルディックウォークはこん
な人におすすめ！『①スポーツが苦手、でも運動不足を解消したい

②これからウォーキングを始めようと思っている③メタボリック症候群、

高脂血症、高血圧、糖尿病を指摘されている④シェイプアップ、姿勢矯正、美しい歩き方を身につけたい

⑤ご高齢で体力に自信がない、また腰痛、ひざ痛、股関節痛があり通常の歩行が困難で悩んでいる⑥

体力の維持・強化トレーニングを探している』

開催のチラシ

◆島野浦（しまのうら）神社 「秋季例大祭」お知らせ

延岡市島浦島最大のお祭りで毎年１１月の満月に合わせ、前後

の土日に開催されています。

（今年は１１月２８日（土）、２９日（日）に開催）

神輿担ぎ、神楽、漁船パレードなど行われており、「次世代に伝

えたい島の景観」として国土交通省の「島の宝100景」に選ばれま

した。 ◆問い合わせ先： 島野浦離島開発センター TEL 0982-43-1050

しまのうらとう

◆問い合わせ先： NPO法人かまえブルーツーリズム研究会
TEL 080-2728-1527 (9:00～18:00、火木は14:00～18:00)

神輿担ぎの様子

わ き あいあい


